
編集・発行 ： 河合町議会・議会だより編集委員会
〒６３６-８５０１ 奈良県北葛城郡河合町池部１丁目１番１号　　電話 ： 0745（57）0200　　ＦＡＸ ： 0745（57）1711
河合町議会公式ホームページURL ： https://www.town.kawai.nara.jp/10/

総務文教常任委員会結果報告
厚生建設常任委員会結果報告
予算審査特別委員会結果報告
一般質問

・・・2
・・・3
・・・4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～10

議決結果賛否一覧
河合町公民館見学
議会の動き
今月の表紙・編集後記

・・・10～11
・・・・・・・・・12

・・・・・・・・・・・・・・・・12
・・・12

●河合町を中心に撮影された写真
●自作の未発表作品
●デジタルデータに限ります。
●複数点の応募も可能です。
●タテ・ヨコどちらも可能です。
●詳しくは議会事務局へ
ご連絡ください。

議会だよりの表紙に
掲載する写真を募集中 !!CONTENTS

詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。
次の議会は●月定例会を予定しています。 河合町議会公式

ホームページから
ご覧いただけます

編
集
後
記

　新しい季節、新しい出会い、新しい挑戦、新年度、
新学期はワクワクする一方で不安や戸惑いを感じること
もあります。
　そんな「はじまり」を迎えた皆さんにエールを送りな
がら今年度も議会だよりを作成します。

今月の表紙
　春の陽射しの下、馬見丘陵公園
では色とりどりのチューリップが咲
き誇り、多彩な色合いが目を楽しま
せてくれています。

梅

 河合町議会令和７年第１回（３月）定例会
2月26日(水)議会運営委員会 
3月  5日(水)議会運営委員会
　　　　　  本会議(初日)
3月  7日(金)一般質問
3月10日(月)一般質問

10時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分

3月11日(火)総務文教常任委員会　　　　　
　 　　　　 厚生建設常任委員会
3月13日(木)予算審査特別委員会
3月14日(金)予算審査特別委員会
3月17日(月)予算審査特別委員会
3月21日(金)議会運営委員会

本会議(最終日)

10時00分
13時30分
9時30分
13時30分
9時30分
9時30分
10時00分

議会の動き

（新）河合町公民館見学・河合町公民館開館記念式典
令和7年3月21日（金） 令和7年4月1日（火）

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

河合町公民館開館記念式典河合町公民館開館記念式典河合町公民館開館記念式典

見学会見学会見学会見学会見学会見学会見学会見学会見学会見学会見学会見学会

見学会見学会見学会

見学会見学会見学会
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議案第１号「令和６年度河合町一般会計補正予算に
ついて」
　清掃工場の仮ストックヤード建設工事補正の詳
細について質疑があり、追加工事は屋根の建設で
あり、当初は面整備のみを予定していたが、雨天の
際にごみが雨に打たれると重量も増えることになる
ことから、屋根が必要との判断になった為との答弁
がありました。
　また、歳入では普通交付税の追加理由について
質疑があり、国の補正予算等で12月に追加交付が
決定された。国の税収が当初の見込みよりも大き
かったことが要因だろうとの答弁がありました。
〇結果　全員賛成で可決

議案第１２号「情報通信技術の活用による行政手続
等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡
素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本
法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第１３号「刑法等の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい
て」
　禁固と拘禁刑の違い、概念について質疑があり、
今回の刑法の一部改正においては、懲役と禁錮両
方を廃止した上で拘禁刑を設けており、これまでに
も懲役には、刑務作業が課されていたが、拘禁刑に
おける作業は、受刑者の改善更生を図るためのも
のであると、その目的がさらに明確化された。ま
た、受刑者の特性に応じ必要な指導を行うことが
できる規定も設けられたとの答弁がありました。
〇結果　全員賛成で可決

議案第１４号「職員の勤務時間、休暇等に関する条例
及び職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ
いて」
　配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員
に対する意向確認等の改正の中で４０歳到達によ
り周知するとなっているがその年齢に達さなけれ
ば職員に周知しないのかとの質疑があり、このよう
な休暇がある、取得制度があるということを全ての
職員に対して、周知するよう考えているとの答弁が
ありました。
〇結果　全員賛成で可決

議案第１５号「一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正について」
　今回の人事院勧告の特徴について質疑があり、
若年層中心に給料月額を引き上げ、期末手当及び
勤勉手当の支給月額が年間0.1月分の増となるとの
答弁がありました。
〇結果　全員賛成で可決

議案第１６号「特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部改正について」
　人事院勧告による期末手当の引き上げであるが
町の財政事情を含めて、そのまま実施せず、据え置
くという判断も可能かとの質疑があり、可能である
との答弁がありました。
〇結果　賛成多数で可決

議案第１７号「河合町議会議員の議員報酬等に関す
る条例の一部改正について」
〇結果　賛成多数で可決

議案第１８号「河合町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第１９号「特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第２６号「河合町消防団員等公務災害補償条例
の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第２７号「河合町非常勤消防団員に係る退職報
償金の支給に関する条例の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第３２号「河合町総合計画を定めることについ
て」
　町の最上位計画の作成でありながら、審議会を３
回しか開催していない、また、議員への説明も不足
しているのではないか、あまりにも拙速であったの
ではないか、もっと議論をして、この４月からの実施
ではなく途中からの実施でもいいのではないかと
の質疑があり、議員や町民とも、様々な議論をし、
また進めていく過程において、もっと慎重に進めて
いくべきだったかとは感じるが、7年度から実施す
るよう、計画作成を進めてきている為、4月から実
施していく事業もあり、年度途中から実施になると
影響が出てくるとの答弁がありました。
〇結果　賛成少数で否決

総務文教常任委員会結果報告
議案第２号「令和６年度 河合町国民健康保険特別
会計予算について」
　歳入歳出予算総額に増減はなく、決算見込みに
伴う歳入予算の振分け調整

〇結果　全員賛成で可決

議案第３号「令和６年度 河合町後期高齢者医療制
度特別会計補正予算について」
　後期高齢者医療保険料還付必要額の増加に伴
う、歳入歳出予算の増額補正
〇結果　全員賛成で可決

議案第４号「令和６年度 河合町水道事業会計補正
予算について」
　人事院勧告に伴う人件費の増額補正
〇結果　全員賛成で可決

議案第５号「令和６年度 河合町下水道事業会計補
正予算について」
　人事院勧告に伴う人件費の増額補正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２０号「河合町国民健康保険税条例の一部改
正について」
　「国民健康保険法施行令」の一部改正により、
後期高齢者支援金等賦課限度額の引き上げに伴う
条例の一部改正

〇結果　賛成多数で可決

議案第２１号「河合町放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて」
　共働き世帯が増えていることなどにより、学童
保育所のニーズが高まっていることに対応するた
め、みなし支援員に関する経過措置を延長するた
めに行う条例の一部改正

〇結果　全員賛成で可決

議案第２２号「河合町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正につい
て」
　「栄養士法」及び「家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準」の一部改正に伴う条例の一
部改正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２３号「河合町指定介護予防支援の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の一部改正について」
介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等
の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準の一部を改正する省令の一部改正に伴う
条例の一部改正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２４号「河合町指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について」
　「栄養士法」の一部改正に伴う条例の一部改正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２５号「河合町地域包括支援センターの職員
及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて」
　「介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等
の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準の一部を改正する省令」の一部改正に伴
い、保健師、社会福祉士及び主任介護支援専門員
の配置について、柔軟な職員配置を可能とするた
めの条例の一部改正

〇結果　全員賛成で可決

議案第２８号「河合町水道事業の設置等に関する条
例の廃止について」
　河合町の水道事業が「奈良県広域水道企業団」
に事業統合されることに伴い、「河合町水道事業の
設置等に関する条例」の廃止などの整備に関する
内容
〇結果　全員賛成で可決

議案第２９号「河合町広域水道企業団設立準備協議
会の廃止に関する協議について」
　令和 7年 3月 31日付けで「奈良県広域水道企
業団設立準備協議会」が廃止されるため、廃止に
あたって議会の議決を求める内容

〇結果　全員賛成で可決

議案第３１号「河合町道路線の廃止について」
　河合町道路線の一部を廃止するにあたり、議会
の議決を求める内容
〇結果　全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
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議案第１号「令和６年度河合町一般会計補正予算に
ついて」
　清掃工場の仮ストックヤード建設工事補正の詳
細について質疑があり、追加工事は屋根の建設で
あり、当初は面整備のみを予定していたが、雨天の
際にごみが雨に打たれると重量も増えることになる
ことから、屋根が必要との判断になった為との答弁
がありました。
　また、歳入では普通交付税の追加理由について
質疑があり、国の補正予算等で12月に追加交付が
決定された。国の税収が当初の見込みよりも大き
かったことが要因だろうとの答弁がありました。
〇結果　全員賛成で可決

議案第１２号「情報通信技術の活用による行政手続
等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡
素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本
法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第１３号「刑法等の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい
て」
　禁固と拘禁刑の違い、概念について質疑があり、
今回の刑法の一部改正においては、懲役と禁錮両
方を廃止した上で拘禁刑を設けており、これまでに
も懲役には、刑務作業が課されていたが、拘禁刑に
おける作業は、受刑者の改善更生を図るためのも
のであると、その目的がさらに明確化された。ま
た、受刑者の特性に応じ必要な指導を行うことが
できる規定も設けられたとの答弁がありました。

〇結果　全員賛成で可決

議案第１４号「職員の勤務時間、休暇等に関する条例
及び職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ
いて」
　配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員
に対する意向確認等の改正の中で４０歳到達によ
り周知するとなっているがその年齢に達さなけれ
ば職員に周知しないのかとの質疑があり、このよう
な休暇がある、取得制度があるということを全ての
職員に対して、周知するよう考えているとの答弁が
ありました。

〇結果　全員賛成で可決

議案第１５号「一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正について」
　今回の人事院勧告の特徴について質疑があり、
若年層中心に給料月額を引き上げ、期末手当及び
勤勉手当の支給月額が年間0.1月分の増となるとの
答弁がありました。

〇結果　全員賛成で可決

議案第１６号「特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部改正について」
　人事院勧告による期末手当の引き上げであるが
町の財政事情を含めて、そのまま実施せず、据え置
くという判断も可能かとの質疑があり、可能である
との答弁がありました。
〇結果　賛成多数で可決

議案第１７号「河合町議会議員の議員報酬等に関す
る条例の一部改正について」
〇結果　賛成多数で可決

議案第１８号「河合町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第１９号「特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第２６号「河合町消防団員等公務災害補償条例
の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第２７号「河合町非常勤消防団員に係る退職報
償金の支給に関する条例の一部改正について」
〇結果　全員賛成で可決

議案第３２号「河合町総合計画を定めることについ
て」
　町の最上位計画の作成でありながら、審議会を３
回しか開催していない、また、議員への説明も不足
しているのではないか、あまりにも拙速であったの
ではないか、もっと議論をして、この４月からの実施
ではなく途中からの実施でもいいのではないかと
の質疑があり、議員や町民とも、様々な議論をし、
また進めていく過程において、もっと慎重に進めて
いくべきだったかとは感じるが、7年度から実施す
るよう、計画作成を進めてきている為、4月から実
施していく事業もあり、年度途中から実施になると
影響が出てくるとの答弁がありました。
〇結果　賛成少数で否決

総務文教常任委員会結果報告
議案第２号「令和６年度 河合町国民健康保険特別
会計予算について」
　歳入歳出予算総額に増減はなく、決算見込みに
伴う歳入予算の振分け調整

〇結果　全員賛成で可決

議案第３号「令和６年度 河合町後期高齢者医療制
度特別会計補正予算について」
　後期高齢者医療保険料還付必要額の増加に伴
う、歳入歳出予算の増額補正

〇結果　全員賛成で可決

議案第４号「令和６年度 河合町水道事業会計補正
予算について」
　人事院勧告に伴う人件費の増額補正
〇結果　全員賛成で可決

議案第５号「令和６年度 河合町下水道事業会計補
正予算について」
　人事院勧告に伴う人件費の増額補正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２０号「河合町国民健康保険税条例の一部改
正について」
　「国民健康保険法施行令」の一部改正により、
後期高齢者支援金等賦課限度額の引き上げに伴う
条例の一部改正

〇結果　賛成多数で可決

議案第２１号「河合町放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて」
　共働き世帯が増えていることなどにより、学童
保育所のニーズが高まっていることに対応するた
め、みなし支援員に関する経過措置を延長するた
めに行う条例の一部改正

〇結果　全員賛成で可決

議案第２２号「河合町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正につい
て」
　「栄養士法」及び「家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準」の一部改正に伴う条例の一
部改正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２３号「河合町指定介護予防支援の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の一部改正について」
介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等
の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準の一部を改正する省令の一部改正に伴う
条例の一部改正

〇結果　全員賛成で可決

議案第２４号「河合町指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について」
　「栄養士法」の一部改正に伴う条例の一部改正
〇結果　全員賛成で可決

議案第２５号「河合町地域包括支援センターの職員
及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて」
　「介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等
の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準の一部を改正する省令」の一部改正に伴
い、保健師、社会福祉士及び主任介護支援専門員
の配置について、柔軟な職員配置を可能とするた
めの条例の一部改正

〇結果　全員賛成で可決

議案第２８号「河合町水道事業の設置等に関する条
例の廃止について」
　河合町の水道事業が「奈良県広域水道企業団」
に事業統合されることに伴い、「河合町水道事業の
設置等に関する条例」の廃止などの整備に関する
内容
〇結果　全員賛成で可決

議案第２９号「河合町広域水道企業団設立準備協議
会の廃止に関する協議について」
　令和 7年 3月 31日付けで「奈良県広域水道企
業団設立準備協議会」が廃止されるため、廃止に
あたって議会の議決を求める内容

〇結果　全員賛成で可決

議案第３１号「河合町道路線の廃止について」
　河合町道路線の一部を廃止するにあたり、議会
の議決を求める内容
〇結果　全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
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常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

1. 公共施設の利活用について
2. 災害対策の取り組みについて
3.学校施設とインフラの老朽化について
4.学童保育のあり方について
5.子ども食堂について

梅野美智代　議員 9ページ

1. 事業及び事務の進捗状況について

中山義英　議員 9ページ

1. 河合町のごみ処理施策の今後について
2. 河合町第二次地球温暖化対策について
3. 町営住宅の課題について
4.R7年度予算編成と財政指標等の見通しについて

長谷川伸一　議員 8ページ

1.ごみ収集と分別方法について
2.２０２４年に質問した、その後の進展状況について

馬場千惠子　議員 10ページ

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
　

  

（
町
長
）

　
　

特
産
品
化
を
目
指
し
て
い
る
「
大
和

の
黒
豆
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」
の

耕
作
面
積
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
耕
作
面
積
は
、
０
・
８

ｈ
ａ
で
す
。
黒
豆
に
つ
い
て
は
、
連
作
障

害
の
影
響
を
鑑
み
、
同
耕
作
地
で
の
連
作

は
３
年
が
限
度
と
さ
れ
て
お
り
、
流
動
的

に
な
り
ま
す
。   

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
遊

休
農
地
を
活
用
し
て
特
産
品
化
を
目
指
す

作
物
を
栽
培
し
て
も
ら
う
働
き
か
け
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

今
年
度
、
農
業
委
員
が
中
心
と
な
り

地
域
計
画
と
い
う
も
の
を
策
定
し
て
お
り

ま
す
。
後
継
者
の
有
無
や
貸
付
け
を
行
う

意
思
な
ど
の
意
向
確
認
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

昨
年
の
４
月
か
５
月
に
町
長
は
、「
日

本
維
新
の
会
、
河
合
町
森
川
喜
之
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
行
さ
れ
、
そ
こ
に
「
広
域
農
業

法
人
設
立
準
備
室
を
立
ち
上
げ
た
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
部
署
あ
り
ま
し
た

か
。

　
　

読
み
返
し
た
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
る

と
い
う
捉
え
方
が
、
活
字
に
な
っ
た
と
き

に
、
こ
う
い
う
形
に
な
り
、
以
後
気
を
付

け
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。 　
　

  

（
町
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
広
報
誌
の
配
布
状
況
に
つ
い
て
」

「
国
の
省
エ
ネ
支
援
制
度
＋
α
は
河
合
町
で

は
で
き
な
い
の
か
」

質
問
し
ま
し
た
。

　

河
合
町
内
の
農
業
従
事
状
況
を
確
認
し
、

森
川
町
長
の
農
業
振
興
、
施
策
方
針
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す
。

　
　

直
近
の
耕
地
面
積
と
田
耕
地
、
畑
耕

地
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
は
。

　
　

令
和
５
年
度
の
農
地
利
用
状
況
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
全
体
の
耕
地
面
積
は

１
３
７
ｈ
ａ
、
内
訳
と
し
て
田
は
１
１
０

ｈ
ａ
、
畑
は
27
ｈ
ａ
で
す
。

　
　

田
と
畑
の
現
在
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

将
来
的
に
も
耕
作
の
予
定
の
な
い
、
遊
休

農
地
面
積
は
。

　
　

同
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
田
の
遊
休

農
地
19
・
８
ｈ
ａ
、
畑
の
遊
休
農
地
14
・
１

ｈ
ａ
で
す
。　

  

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

森
川
町
長
の
農
業
振
興
と
施
策
は
。

　
　

私
が
思
い
描
い
て
お
り
ま
す
農
業
振

興
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
に
直
面
し
て
い
る
状
況
の
中
、

多
く
の
耕
作
放
棄
地
が
点
在
し
て
お
り
、

近
年
の
都
市
化
が
加
速
す
る
中
に
お
い
て
、

素
晴
ら
し
い
田
園
風
景
を
守
り
、
後
世
に

残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

施
策
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
一

団
の
土
地
を
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

循
環
型
の
農
業
施
策
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
現
時
点
で
は
、
経
営
方
法
や
実

施
区
域
な
ど
の
具
体
的
な
決
定
に
は

問問問 答答答

答答 問問問答

1.下水道設備の現状について

杦本光清　議員 6ページ

1. 通学路・生活道路の安全確保について
2. ふるさと納税の取組みについて
3. 河合町特産大和の黒豆「ＫＡＷＡＩ ＢＬＡＣＫ」
について

4.不登校の子どもたちへの支援について

杦本貴司　議員 7ページ

1. 河合町の農業従事状況について
2. 広報誌の配布状況について
3. 国の「省エネ支援制度」プラスαを、
河合町ではできないのか

常盤繁範　議員 5ページ

1.使用されていない公共施設及び町有地の管理について

大西孝幸　議員 7ページ

1. 鉄道駅のバリアフリー化について
2. 教育関係の課題について
3. 財政問題と県との協定について

坂本博道　議員 6ページ

1.各地域のふるさとマップの有効利用について
2. 河合町の目指す防災について
3. 道路や下水道管の緊急点検について
4. 家庭の廃食油を航空燃料に（※SAF）ついて

佐藤利治　議員 8ページ

河
合
町
内
の
農
業
従
事
状
況

そ
の
他
に

予算審査特別委員会は、３月１３日午前９時
３０分から午後６時まで、１４日午後１時３０分
から午後６時まで、１７日午前９時３０分から午
後４時３０分の約２日半をかけて委員会を開会
し、議案第６号から議案第１１号までの当初予算
案について、議長を除く１１人の議員で審査が行
われました。

議案第６号「令和７年度河合町一般会計予算に
ついて」
補助金の外部監査報告の指摘事項は予算に

どのように反映しているのか。心の交流セン
ターの改修工事は外壁も行うべきではないか。
学童保育を１０月以降民間委託する方針だが、
公的責任は保障されるか。地籍調査の進捗状
況はどうか。道路舗装工事箇所の選定根拠は
何か。総合計画案の企業誘致方針の議論が不
十分な下で、立地適正化計画策定業務等が予
算化されるのは、順番が逆ではないか。学校
体育館への空調設置はなぜ小学校だけなの
か。などの質疑がなされ、それぞれ答弁があっ
た。
〇審議の結果、賛成少数で否決

議案第７号「令和７年度河合町国民健康保険特
別会計予算について」
　国保税の徴収状況はどうか。県一体化で今
後の国保税の改定等はどうなるか。などの質
疑があり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第８号「令和７年度河合町住宅新築資金等
貸付事業特別会計予算について」
　貸付金の償還状況はどうか。回収業務が町
に戻ってきたが取り組みはどうなるか。などの
質疑があり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第９号「令和７年度河合町介護保険特別会
計予算について」
保険料の徴収状況はどうか。地域支援事業

等は社協に委託しているのか。などの質疑があ
り、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第１０号「令和７年度河合町後期高齢者医
療制度特別会計予算について」
　保険料の徴収状況はどうか。などの質疑が
あり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第１１号「令和７年度河合町下水道事業会
計予算について」
　貸倒引当金はどうなっているか。ウオーター
PPP 導入は民営化につながらないか。などの
質疑があり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

予算審査特別委員会結果報告

予算審査特別委員会の風景

一 般 質 問 通告書事項
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常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

1. 公共施設の利活用について
2. 災害対策の取り組みについて
3.学校施設とインフラの老朽化について
4.学童保育のあり方について
5.子ども食堂について

梅野美智代　議員 9ページ

1. 事業及び事務の進捗状況について

中山義英　議員 9ページ

1. 河合町のごみ処理施策の今後について
2. 河合町第二次地球温暖化対策について
3. 町営住宅の課題について
4.R7年度予算編成と財政指標等の見通しについて

長谷川伸一　議員 8ページ

1.ごみ収集と分別方法について
2.２０２４年に質問した、その後の進展状況について

馬場千惠子　議員 10ページ

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
　

  

（
町
長
）

　
　

特
産
品
化
を
目
指
し
て
い
る
「
大
和

の
黒
豆
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」
の

耕
作
面
積
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
耕
作
面
積
は
、
０
・
８

ｈ
ａ
で
す
。
黒
豆
に
つ
い
て
は
、
連
作
障

害
の
影
響
を
鑑
み
、
同
耕
作
地
で
の
連
作

は
３
年
が
限
度
と
さ
れ
て
お
り
、
流
動
的

に
な
り
ま
す
。   

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
遊

休
農
地
を
活
用
し
て
特
産
品
化
を
目
指
す

作
物
を
栽
培
し
て
も
ら
う
働
き
か
け
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

今
年
度
、
農
業
委
員
が
中
心
と
な
り

地
域
計
画
と
い
う
も
の
を
策
定
し
て
お
り

ま
す
。
後
継
者
の
有
無
や
貸
付
け
を
行
う

意
思
な
ど
の
意
向
確
認
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

昨
年
の
４
月
か
５
月
に
町
長
は
、「
日

本
維
新
の
会
、
河
合
町
森
川
喜
之
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
行
さ
れ
、
そ
こ
に
「
広
域
農
業

法
人
設
立
準
備
室
を
立
ち
上
げ
た
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
部
署
あ
り
ま
し
た

か
。

　
　

読
み
返
し
た
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
る

と
い
う
捉
え
方
が
、
活
字
に
な
っ
た
と
き

に
、
こ
う
い
う
形
に
な
り
、
以
後
気
を
付

け
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。 　
　

  

（
町
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
広
報
誌
の
配
布
状
況
に
つ
い
て
」

「
国
の
省
エ
ネ
支
援
制
度
＋
α
は
河
合
町
で

は
で
き
な
い
の
か
」

質
問
し
ま
し
た
。

　

河
合
町
内
の
農
業
従
事
状
況
を
確
認
し
、

森
川
町
長
の
農
業
振
興
、
施
策
方
針
に
つ

い
て
確
認
し
ま
す
。

　
　

直
近
の
耕
地
面
積
と
田
耕
地
、
畑
耕

地
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
は
。

　
　

令
和
５
年
度
の
農
地
利
用
状
況
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
全
体
の
耕
地
面
積
は

１
３
７
ｈ
ａ
、
内
訳
と
し
て
田
は
１
１
０

ｈ
ａ
、
畑
は
27
ｈ
ａ
で
す
。

　
　

田
と
畑
の
現
在
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

将
来
的
に
も
耕
作
の
予
定
の
な
い
、
遊
休

農
地
面
積
は
。

　
　

同
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
田
の
遊
休

農
地
19
・
８
ｈ
ａ
、
畑
の
遊
休
農
地
14
・
１

ｈ
ａ
で
す
。　

  

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

森
川
町
長
の
農
業
振
興
と
施
策
は
。

　
　

私
が
思
い
描
い
て
お
り
ま
す
農
業
振

興
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
に
直
面
し
て
い
る
状
況
の
中
、

多
く
の
耕
作
放
棄
地
が
点
在
し
て
お
り
、

近
年
の
都
市
化
が
加
速
す
る
中
に
お
い
て
、

素
晴
ら
し
い
田
園
風
景
を
守
り
、
後
世
に

残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

施
策
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
一

団
の
土
地
を
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

循
環
型
の
農
業
施
策
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
現
時
点
で
は
、
経
営
方
法
や
実

施
区
域
な
ど
の
具
体
的
な
決
定
に
は

問問問 答答答

答答 問問問答

1.下水道設備の現状について

杦本光清　議員 6ページ

1. 通学路・生活道路の安全確保について
2. ふるさと納税の取組みについて
3. 河合町特産大和の黒豆「ＫＡＷＡＩ ＢＬＡＣＫ」
について

4.不登校の子どもたちへの支援について

杦本貴司　議員 7ページ

1. 河合町の農業従事状況について
2. 広報誌の配布状況について
3. 国の「省エネ支援制度」プラスαを、
河合町ではできないのか

常盤繁範　議員 5ページ

1.使用されていない公共施設及び町有地の管理について

大西孝幸　議員 7ページ

1. 鉄道駅のバリアフリー化について
2. 教育関係の課題について
3. 財政問題と県との協定について

坂本博道　議員 6ページ

1.各地域のふるさとマップの有効利用について
2. 河合町の目指す防災について
3. 道路や下水道管の緊急点検について
4. 家庭の廃食油を航空燃料に（※SAF）ついて

佐藤利治　議員 8ページ

河
合
町
内
の
農
業
従
事
状
況

そ
の
他
に

予算審査特別委員会は、３月１３日午前９時
３０分から午後６時まで、１４日午後１時３０分
から午後６時まで、１７日午前９時３０分から午
後４時３０分の約２日半をかけて委員会を開会
し、議案第６号から議案第１１号までの当初予算
案について、議長を除く１１人の議員で審査が行
われました。

議案第６号「令和７年度河合町一般会計予算に
ついて」
補助金の外部監査報告の指摘事項は予算に

どのように反映しているのか。心の交流セン
ターの改修工事は外壁も行うべきではないか。
学童保育を１０月以降民間委託する方針だが、
公的責任は保障されるか。地籍調査の進捗状
況はどうか。道路舗装工事箇所の選定根拠は
何か。総合計画案の企業誘致方針の議論が不
十分な下で、立地適正化計画策定業務等が予
算化されるのは、順番が逆ではないか。学校
体育館への空調設置はなぜ小学校だけなの
か。などの質疑がなされ、それぞれ答弁があっ
た。
〇審議の結果、賛成少数で否決

議案第７号「令和７年度河合町国民健康保険特
別会計予算について」
　国保税の徴収状況はどうか。県一体化で今
後の国保税の改定等はどうなるか。などの質
疑があり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第８号「令和７年度河合町住宅新築資金等
貸付事業特別会計予算について」
　貸付金の償還状況はどうか。回収業務が町
に戻ってきたが取り組みはどうなるか。などの
質疑があり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第９号「令和７年度河合町介護保険特別会
計予算について」
保険料の徴収状況はどうか。地域支援事業

等は社協に委託しているのか。などの質疑があ
り、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第１０号「令和７年度河合町後期高齢者医
療制度特別会計予算に
ついて」
　保険料の徴収状況はどうか。などの質疑が
あり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

議案第１１号「令和７年度河合町下水道事業会
計予算について」
　貸倒引当金はどうなっているか。ウオーター
PPP 導入は民営化につながらないか。などの
質疑があり、答弁があった。
〇審議の結果、賛成多数で可決

予算審査特別委員会結果報告

予算審査特別委員会の風景

一 般 質 問 通告書事項
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本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
の
寄

附
額
は
、令
和
4
年
度
2
9
，1
6
4
千
円
、

令
和
5
年
度
3
1
，
7
3
5
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
決
算
見
込
み

で
は
、
約
1
億
円
近
く
ま
で
大
幅
に
伸
び

る
と
想
定
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
し
て
は
、
申
込
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

増
や
す
こ
と
で
申
込
み
の
間
口
を
広
げ
た

り
、
新
規
の
お
礼
品
事
業
者
の
拡
大
等
に

取
組
ん
で
き
た
こ
と
が
成
果
に
表
れ
て
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

K
A
W
A
I
B
L
A
C
K
に
つ
い
て
、

ま
ち
の
特
産
品
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
を

上
げ
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。
現
状
や
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

今
年
度
秋
の
即
売
会
で
も
大
変
好
評

を
い
た
だ
き
、
特
産
品
と
し
て
根
付
い
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ま
ほ
ろ

ば
夢
市
」
が
栽
培
し
た
枝
豆
を
学
校
給
食

の
献
立
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
課
題
と

し
ま
し
て
は
、
生
産
者
を
増
や
す
こ
と
や

連
作
障
害
を
避
け
る
た
め
の
農
地
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
、
ス
イ
ー
ツ
な

ど
の
加
工
品
開
発
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
へ
の
登
録
に
向
け
て
も
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。　

  

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

今
年
1
月
の
埼
玉
県
八
潮
市
で
起
き

た
道
路
陥
没
事
故
を
受
け
て
、
改
め
て
道

路
の
安
全
性
確
保
の
重
要
性
が
注
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
に
お
け
る
通
学
路
の
安

全
点
検
や
町
道
等
の
生
活
道
路
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
機
関

と
危
険
箇
所
の
合
同
点
検
を
行
い
、
今
年

度
は
、8
割
以
上
が
対
応
済
み
で
す
。ま
た
、

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
や
水
路
の

軽
微
な
補
修
や
草
刈
り
等
は
、
随
時
職
員

で
対
応
し
て
い
ま
す
。（
1
4
1
件
・
令
和

７
年
2
月
末
実
績
）
現
在
、
町
内
す
べ
て

の
道
路
を
対
象
と
し
て
路
面
性
状
調
査
を

行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
個
別
施

設
計
画
の
策
定
及
び
見
直
し
を
実
施
し
ま

す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
・
教
育
振
興
部
長
）

　
　

各
市
町
村
が
ま
ち
の
創
意
工
夫
を
活

か
し
、
戦
略
を
図
り
な
が
ら
財
源
確
保
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
町
で
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
取
組
み
や
成
果
等
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　

町
有
地
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
か

ら
役
場
に
連
絡
が
あ
り
、
畑
を
作
っ
て
い

る
が
日
当
た
り
が
悪
い
の
で
木
を
切
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
電
話
が
あ
り
木
を
切
り
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
よ
く
調
べ
る
と
そ
こ
は

町
有
地
あ
る
い
は
公
社
地
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

無
断
で
使
用
さ
れ
て
い
た
実
例
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
電
化
製
品
の
不
法
投
棄
や

車
が
長
期
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
て
い
た
と

い
う
実
例
も
あ
り
ま
す
。
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
い
危
険
な
建
物
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識

を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

定
期
的
に
巡
回
を
行
い
、
ど
う
い
う

状
況
か
の
把
握
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
把
握

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
例
え
ば
先
ほ
ど

言
っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
危
険
な
箇
所

と
か
人
が
入
れ
な
い
よ
う
な
囲
い
を
つ
く

る
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
使
用
し
て
い
な
い
公
共
施
設

が
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
及
び

町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て
。

　

未
使
用
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
地

震
に
よ
る
倒
壊
や
犯
罪
に
使
用
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
不
法
投
棄
や
不
法
駐

車
な
ど
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
り
か
ね
な

い
の
で
、
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

本
町
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、
建
設

以
降
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
使

用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
十
分
な
管
理
が
で
き
て
い
な

い
施
設
が
存
在
い
た
し
ま
す
。
危
険
と
判

断
さ
れ
る
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
が
入
れ
な
い
よ
う
な
措
置
を
行
う
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
河
合

町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
、
ま
た
今

後
ま
ち
の
方
向
性
を
示
す
重
要
な
河
合
町

総
合
計
画
を
現
在
、
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
に
点
在
す
る
公

共
施
設
、
町
有
地
に
つ
き
ま
し
て
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
町
と
し
て
も
計

画
性
を
持
っ
て
方
針
を
示
せ
る
よ
う
整
え

て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
の
皆
様

に
と
っ
て
有
益
に
な
る
よ
う
な
内
容
に
検

討
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

問

問

答

答

問問

答

生
活
道
路
・
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

河
合
町
特
産
大
和
の
黒
豆

K
A
W
A
I
B
L
A
C
K
の

取
組
み
に
つ
い
て
」

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
に
つ
い
て

答

町
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

下
水
道
管
に
つ
い
て

1
，
0
0
0
㎜
が
約
1
0
3
㎞
、
深
さ
約

1
ｍ
か
ら
18
ｍ
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

点
検
と
管
理
に
つ
い
て
は
、
材
質
、
経
過

年
数
、
劣
化
状
況
等
に
よ
り
優
先
順
位
を

設
定
し
、
継
続
的
に
調
査
・
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

国
土
交
通
省
が
奈
良
県
を
含
む
７
都

府
県
に
流
域
下
水
道
管
理
者
が
管
理
す
る

晴
天
時
1
日
最
大
処
理
量
3
0
0
，

0
0
0
㎥
／
日
以
上
の
下
水
処
理
場
に
接

続
す
る
口
径
2
，
0
0
0
㎜
以
上
が
対
象

と
な
り
、
緊
急
点
検
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
腐
食
等
の
施
設
の
異
常
に
よ
り
道
路

陥
没
の
恐
れ
が
無
い
か
目
視
等
に
よ
る
点

検
の
結
果
、
道
路
陥
没
に
繋
が
る
よ
う
な

異
常
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
な
ぜ
都
市
部
で
は
な
い
奈
良
県
が

調
査
対
象
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

大
都
市
に
お
い
て
は
、
処
理
人
口
が

多
い
こ
と
か
ら
そ
の
処
理
量
の
多
さ
に
よ

り
管
の
口
径
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
他
の
大
都
市
な
ど
で
、
下
水

の
処
理
場
を
多
く
保
有
す
る
自
治
体
な
ど

で
は
処
理
量
や
管
の
口
径
な
ど
調
査
の
対

象
に
満
た
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
処

理
場
の
配
置
状
況
が
今
回
の
調
査
対
象
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　

令
和
７
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
発

生
し
た
下
水
道
管
の
損
壊
に
起
因
す
る
道

路
陥
没
事
故
を
受
け
、
河
合
町
内
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
「
県
が
管
理
す
る
下
水
道
管
」

「
町
が
管
理
す
る
下
水
道
管
」「
国
土
交
通

省
が
７
都
府
県
に
依
頼
し
た
緊
急
調
査
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

奈
良
県
が
管
理
す
る
河
合
町
内
の
下

水
道
管
に
つ
い
て
、
下
水
道
管
の
場
所
、

管
の
太
さ
、
長
さ
、
点
検
と
管
理
状
況
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

県
道
大
和
高
田
・
斑
鳩
線
及
び
天
理
・

王
寺
線
の
約
24
ｍ
下
に
埋
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
口
径
は
、
1
，
6
5
0
㎜
か
ら

2
，
0
0
0
㎜
、
延
長
は
約
3
・
8
㎞

で
す
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
奈
良
県
が

行
う
調
査
予
定
時
期
は
未
定
で
す
が
、
日

常
点
検
を
行
い
適
切
に
管
理
に
努
め
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

本
町
が
管
理
す
る
下
水
道
管
に
つ
い

て
、
下
水
道
管
の
埋
設
状
況
、
管
の
太
さ
、

長
さ
、
点
検
と
管
理
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
　

下
水
道
管
路
の
口
径
1
5
0
㎜
か
ら

答答 問問

問答

　
　

不
登
校
、
い
じ
め
の
実
態
は
ど
う
か
。

居
場
所
づ
く
り
、「
教
育
機
会
均
等
法
」
に

基
づ
く
対
策
は
ど
う
か
。
I
C
T
教
育
の

見
直
し
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
進
ん
で
い
る
が
、

し
っ
か
り
し
た
検
討
が
必
要
。
学
校
再
編
、

長
寿
命
化
対
策
は
ど
う
進
め
る
か
。
大
阪
・

関
西
万
博
へ
の
遠
足
と
し
て
の
参
加
は
ど

う
す
る
の
か
。
教
育
委
員
会
の
機
能
、
役

割
は
ど
う
か
。

　
　

不
登
校
児
童
、
令
和
５
年
35
人
、
令

和
６
年
26
人
で
様
々
な
要
因
が
あ
る
。
居

場
所
と
し
て
は
、家
庭
、学
校
で
は
保
健
室
、

会
議
室
な
ど
。
校
内
設
置
の
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
議
論
を
進
め
て
い
る
。
I
C
T

教
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
改
善
や
方

向
性
を
検
討
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
に

学
校
再
編
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
長

寿
命
化
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
変
更

も
視
野
に
進
め
る
。大
阪
・
関
西
万
博
に
は
、

現
時
点
で
各
校
と
も
参
加
を
考
え
て
い
な

い
。（
第
一
小
５
年
生
参
加
検
討
）
教
育
委

員
会
は
多
様
化
、
複
雑
化
し
た
教
育
課
題

に
、
月
１
回
の
校
長
・
教
頭
会
議
を
中
心

に
対
応
し
て
い
る
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

財
政
健
全
化
計
画
の
進
捗
。
県
か
ら

の
職
員
派
遣
協
定
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

概
ね
順
調
に
推
進
し
て
い
る
。
令
和

７
年
８
月
末
ま
で
に
、
令
和
６
年
度
決
見

指
標
を
基
に
県
が
判
断
す
る
。

（
副
町
長
）

　
　

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
街
づ
く
り

の
重
要
な
課
題
。
近
鉄
佐
味
田
川
駅
、
大

輪
田
駅
は
改
善
対
策
駅
に
入
っ
て
い
る
か
。

国
、
県
の
補
助
金
と
１
日
当
り
乗
降
人
数

等
の
要
件
は
ど
う
か
。
佐
味
田
川
駅
は
県

内
の
近
鉄
駅
で
最
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

遅
れ
て
い
る
駅
だ
が
、
乗
降
人
数
だ
け
で

は
順
番
が
回
っ
て
こ
な
い
。
近
鉄
に
必
要

性
を
し
っ
か
り
要
望
し
て
、
車
イ
ス
乗
降

可
能
な
入
口
を
１
箇
所
で
も
つ
く
る
方
法

を
検
討
で
き
な
い
か
。
当
面
、
町
管
理
下

の
外
階
段
に
雨
よ
け
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

直
近
の
一
日
利
用
者
数
、
大
輪
田
駅

１
，
９
９
７
人
、
佐
味
田
川
駅
１
，
２
５
５

人
で
改
善
対
象
駅
に
な
っ
て
い
な
い
。
国

の
補
助
金
に
は
人
数
要
件
は
な
い
が
、
県

の
補
助
金
は
３
，
０
０
０
人
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
近
鉄
に
は
、
町
の
駅
前
開
発
も

含
め
て
、
で
き
る
こ
と
は
す
る
と
い
う
立

場
で
必
要
性
を
訴
え
た
い
。
具
体
的
方
法

に
つ
い
て
過
去
に
検
討
し
た
。
雨
よ
け
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
階
段
が
屋
根
を
設
置

で
き
る
構
造
で
は
な
く
、
相
当
な
費
用
が

必
要
で
直
ち
に
設
置
で
き
な
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

問問

問
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

教
育
課
題
に
つ
い
て

財
政
問
題
と
県
と
の
協
定
に
つ
い
て

答

答答

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

答 問
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本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
の
寄

附
額
は
、令
和
4
年
度
2
9
，1
6
4
千
円
、

令
和
5
年
度
3
1
，
7
3
5
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
決
算
見
込
み

で
は
、
約
1
億
円
近
く
ま
で
大
幅
に
伸
び

る
と
想
定
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
し
て
は
、
申
込
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

増
や
す
こ
と
で
申
込
み
の
間
口
を
広
げ
た

り
、
新
規
の
お
礼
品
事
業
者
の
拡
大
等
に

取
組
ん
で
き
た
こ
と
が
成
果
に
表
れ
て
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

K
A
W
A
I
B
L
A
C
K
に
つ
い
て
、

ま
ち
の
特
産
品
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
を

上
げ
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。
現
状
や
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

今
年
度
秋
の
即
売
会
で
も
大
変
好
評

を
い
た
だ
き
、
特
産
品
と
し
て
根
付
い
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ま
ほ
ろ

ば
夢
市
」
が
栽
培
し
た
枝
豆
を
学
校
給
食

の
献
立
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
課
題
と

し
ま
し
て
は
、
生
産
者
を
増
や
す
こ
と
や

連
作
障
害
を
避
け
る
た
め
の
農
地
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
、
ス
イ
ー
ツ
な

ど
の
加
工
品
開
発
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
へ
の
登
録
に
向
け
て
も
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。　

  

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

今
年
1
月
の
埼
玉
県
八
潮
市
で
起
き

た
道
路
陥
没
事
故
を
受
け
て
、
改
め
て
道

路
の
安
全
性
確
保
の
重
要
性
が
注
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
に
お
け
る
通
学
路
の
安

全
点
検
や
町
道
等
の
生
活
道
路
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
機
関

と
危
険
箇
所
の
合
同
点
検
を
行
い
、
今
年

度
は
、8
割
以
上
が
対
応
済
み
で
す
。ま
た
、

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
や
水
路
の

軽
微
な
補
修
や
草
刈
り
等
は
、
随
時
職
員

で
対
応
し
て
い
ま
す
。（
1
4
1
件
・
令
和

７
年
2
月
末
実
績
）
現
在
、
町
内
す
べ
て

の
道
路
を
対
象
と
し
て
路
面
性
状
調
査
を

行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
個
別
施

設
計
画
の
策
定
及
び
見
直
し
を
実
施
し
ま

す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
・
教
育
振
興
部
長
）

　
　

各
市
町
村
が
ま
ち
の
創
意
工
夫
を
活

か
し
、
戦
略
を
図
り
な
が
ら
財
源
確
保
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
本
町
で
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
取
組
み
や
成
果
等
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　

町
有
地
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
か

ら
役
場
に
連
絡
が
あ
り
、
畑
を
作
っ
て
い

る
が
日
当
た
り
が
悪
い
の
で
木
を
切
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
電
話
が
あ
り
木
を
切
り
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
よ
く
調
べ
る
と
そ
こ
は

町
有
地
あ
る
い
は
公
社
地
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

無
断
で
使
用
さ
れ
て
い
た
実
例
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
電
化
製
品
の
不
法
投
棄
や

車
が
長
期
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
て
い
た
と

い
う
実
例
も
あ
り
ま
す
。
耐
震
化
さ
れ
て

い
な
い
危
険
な
建
物
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識

を
持
た
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

定
期
的
に
巡
回
を
行
い
、
ど
う
い
う

状
況
か
の
把
握
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
把
握

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
例
え
ば
先
ほ
ど

言
っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
危
険
な
箇
所

と
か
人
が
入
れ
な
い
よ
う
な
囲
い
を
つ
く

る
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
使
用
し
て
い
な
い
公
共
施
設

が
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
及
び

町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て
。

　

未
使
用
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
地

震
に
よ
る
倒
壊
や
犯
罪
に
使
用
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
不
法
投
棄
や
不
法
駐

車
な
ど
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
り
か
ね
な

い
の
で
、
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

本
町
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、
建
設

以
降
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
使

用
さ
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
十
分
な
管
理
が
で
き
て
い
な

い
施
設
が
存
在
い
た
し
ま
す
。
危
険
と
判

断
さ
れ
る
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
が
入
れ
な
い
よ
う
な
措
置
を
行
う
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
河
合

町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
、
ま
た
今

後
ま
ち
の
方
向
性
を
示
す
重
要
な
河
合
町

総
合
計
画
を
現
在
、
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
に
点
在
す
る
公

共
施
設
、
町
有
地
に
つ
き
ま
し
て
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
町
と
し
て
も
計

画
性
を
持
っ
て
方
針
を
示
せ
る
よ
う
整
え

て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
の
皆
様

に
と
っ
て
有
益
に
な
る
よ
う
な
内
容
に
検

討
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

問

問

答

答

問問

答

生
活
道
路
・
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

河
合
町
特
産
大
和
の
黒
豆

K
A
W
A
I
B
L
A
C
K
の

取
組
み
に
つ
い
て
」

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
に
つ
い
て

答

町
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

下
水
道
管
に
つ
い
て

1
，
0
0
0
㎜
が
約
1
0
3
㎞
、
深
さ
約

1
ｍ
か
ら
18
ｍ
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

点
検
と
管
理
に
つ
い
て
は
、
材
質
、
経
過

年
数
、
劣
化
状
況
等
に
よ
り
優
先
順
位
を

設
定
し
、
継
続
的
に
調
査
・
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

国
土
交
通
省
が
奈
良
県
を
含
む
７
都

府
県
に
流
域
下
水
道
管
理
者
が
管
理
す
る

晴
天
時
1
日
最
大
処
理
量
3
0
0
，

0
0
0
㎥
／
日
以
上
の
下
水
処
理
場
に
接

続
す
る
口
径
2
，
0
0
0
㎜
以
上
が
対
象

と
な
り
、
緊
急
点
検
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
腐
食
等
の
施
設
の
異
常
に
よ
り
道
路

陥
没
の
恐
れ
が
無
い
か
目
視
等
に
よ
る
点

検
の
結
果
、
道
路
陥
没
に
繋
が
る
よ
う
な

異
常
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
な
ぜ
都
市
部
で
は
な
い
奈
良
県
が

調
査
対
象
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

大
都
市
に
お
い
て
は
、
処
理
人
口
が

多
い
こ
と
か
ら
そ
の
処
理
量
の
多
さ
に
よ

り
管
の
口
径
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
他
の
大
都
市
な
ど
で
、
下
水

の
処
理
場
を
多
く
保
有
す
る
自
治
体
な
ど

で
は
処
理
量
や
管
の
口
径
な
ど
調
査
の
対

象
に
満
た
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
処

理
場
の
配
置
状
況
が
今
回
の
調
査
対
象
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　

令
和
７
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
発

生
し
た
下
水
道
管
の
損
壊
に
起
因
す
る
道

路
陥
没
事
故
を
受
け
、
河
合
町
内
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
「
県
が
管
理
す
る
下
水
道
管
」

「
町
が
管
理
す
る
下
水
道
管
」「
国
土
交
通

省
が
７
都
府
県
に
依
頼
し
た
緊
急
調
査
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

奈
良
県
が
管
理
す
る
河
合
町
内
の
下

水
道
管
に
つ
い
て
、
下
水
道
管
の
場
所
、

管
の
太
さ
、
長
さ
、
点
検
と
管
理
状
況
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

県
道
大
和
高
田
・
斑
鳩
線
及
び
天
理
・

王
寺
線
の
約
24
ｍ
下
に
埋
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
口
径
は
、
1
，
6
5
0
㎜
か
ら

2
，
0
0
0
㎜
、
延
長
は
約
3
・
8
㎞

で
す
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
奈
良
県
が

行
う
調
査
予
定
時
期
は
未
定
で
す
が
、
日

常
点
検
を
行
い
適
切
に
管
理
に
努
め
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

本
町
が
管
理
す
る
下
水
道
管
に
つ
い

て
、
下
水
道
管
の
埋
設
状
況
、
管
の
太
さ
、

長
さ
、
点
検
と
管
理
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
　

下
水
道
管
路
の
口
径
1
5
0
㎜
か
ら

答答 問問

問答

　
　

不
登
校
、
い
じ
め
の
実
態
は
ど
う
か
。

居
場
所
づ
く
り
、「
教
育
機
会
均
等
法
」
に

基
づ
く
対
策
は
ど
う
か
。
I
C
T
教
育
の

見
直
し
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
進
ん
で
い
る
が
、

し
っ
か
り
し
た
検
討
が
必
要
。
学
校
再
編
、

長
寿
命
化
対
策
は
ど
う
進
め
る
か
。
大
阪
・

関
西
万
博
へ
の
遠
足
と
し
て
の
参
加
は
ど

う
す
る
の
か
。
教
育
委
員
会
の
機
能
、
役

割
は
ど
う
か
。

　
　

不
登
校
児
童
、
令
和
５
年
35
人
、
令

和
６
年
26
人
で
様
々
な
要
因
が
あ
る
。
居

場
所
と
し
て
は
、家
庭
、学
校
で
は
保
健
室
、

会
議
室
な
ど
。
校
内
設
置
の
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
議
論
を
進
め
て
い
る
。
I
C
T

教
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
改
善
や
方

向
性
を
検
討
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
に

学
校
再
編
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
長

寿
命
化
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
変
更

も
視
野
に
進
め
る
。大
阪
・
関
西
万
博
に
は
、

現
時
点
で
各
校
と
も
参
加
を
考
え
て
い
な

い
。（
第
一
小
５
年
生
参
加
検
討
）
教
育
委

員
会
は
多
様
化
、
複
雑
化
し
た
教
育
課
題

に
、
月
１
回
の
校
長
・
教
頭
会
議
を
中
心

に
対
応
し
て
い
る
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

財
政
健
全
化
計
画
の
進
捗
。
県
か
ら

の
職
員
派
遣
協
定
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

概
ね
順
調
に
推
進
し
て
い
る
。
令
和

７
年
８
月
末
ま
で
に
、
令
和
６
年
度
決
見

指
標
を
基
に
県
が
判
断
す
る
。

（
副
町
長
）

　
　

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
街
づ
く
り

の
重
要
な
課
題
。
近
鉄
佐
味
田
川
駅
、
大

輪
田
駅
は
改
善
対
策
駅
に
入
っ
て
い
る
か
。

国
、
県
の
補
助
金
と
１
日
当
り
乗
降
人
数

等
の
要
件
は
ど
う
か
。
佐
味
田
川
駅
は
県

内
の
近
鉄
駅
で
最
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

遅
れ
て
い
る
駅
だ
が
、
乗
降
人
数
だ
け
で

は
順
番
が
回
っ
て
こ
な
い
。
近
鉄
に
必
要

性
を
し
っ
か
り
要
望
し
て
、
車
イ
ス
乗
降

可
能
な
入
口
を
１
箇
所
で
も
つ
く
る
方
法

を
検
討
で
き
な
い
か
。
当
面
、
町
管
理
下

の
外
階
段
に
雨
よ
け
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

直
近
の
一
日
利
用
者
数
、
大
輪
田
駅

１
，
９
９
７
人
、
佐
味
田
川
駅
１
，
２
５
５

人
で
改
善
対
象
駅
に
な
っ
て
い
な
い
。
国

の
補
助
金
に
は
人
数
要
件
は
な
い
が
、
県

の
補
助
金
は
３
，
０
０
０
人
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
近
鉄
に
は
、
町
の
駅
前
開
発
も

含
め
て
、
で
き
る
こ
と
は
す
る
と
い
う
立

場
で
必
要
性
を
訴
え
た
い
。
具
体
的
方
法

に
つ
い
て
過
去
に
検
討
し
た
。
雨
よ
け
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
階
段
が
屋
根
を
設
置

で
き
る
構
造
で
は
な
く
、
相
当
な
費
用
が

必
要
で
直
ち
に
設
置
で
き
な
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

問問

問
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

教
育
課
題
に
つ
い
て

財
政
問
題
と
県
と
の
協
定
に
つ
い
て

答

答答

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

答 問
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佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

　
　

国
は
避
難
所
へ
の
新
た
な
指
標
、
ス

フ
ィ
ア
基
準
を
出
し
ま
し
た
が
指
標
を
受

け
ど
の
様
な
対
応
で
住
民
を
守
り
ま
す
か
。 

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
は
本
年
ど
の

様
に
進
展
し
ま
す
か
。

　

能
登
の
震
災
を
受
け
、
他
町
が
防
災
の

見
直
し
を
す
る
な
か
河
合
町
は
本
末
転
倒

し
て
い
な
い
か
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
過

去
に
安
心
安
全
推
進
課
と
言
う
課
が
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
関
係
部
署
を

強
化
す
る
と
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

出
来
れ
ば
町
長
の
お
考
え
を
ご
教
授
く
だ

さ
い
。

　
　

1
人
当
た
り
約
、
た
た
み
1
畳
の
確

保
が
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
で
は
約
2
畳
と
な

り
、
想
定
し
て
い
る
約
1
，
5
0
0
名
の

避
難
所
の
確
保
が
約
2
，
5
0
0
名
と
な

り
ま
す
。
今
年
4
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
町
立
公
民
館
や
小
中
学
校
の
体
育
館

だ
け
で
は
確
保
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
各
地

域
の
集
会
所
も
活
用
す
る
こ
と
で
全
体
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。   

 

  

（
総
務
部
長
）

　
　

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
は
、
国
の
空

調
設
備
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
各
小
学
校

か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
理
由
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
災
害
時
に
炊
き
出
し
拠
点

と
な
る
小
学
校
か
ら
進
め
て
行
く
計
画
で

す
。
引
き
続
き
、
各
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
も
来
年
以
降
整
備
で
き
る
よ

う
に
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

こ
の
令
和
7
年
度
か
ら
も
う
一
度
、

課
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
、

ま
た
こ
れ
か
ら
の
防
災
体
制
を
し
っ
か
り

整
え
て
行
く
上
で
、
課
に
も
う
一
度
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
、
行
政
内
部
の
調
整
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
　

  

（
町
長
）

　
　

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
、

S
D
G
ｓ
の
達
成
期
限
で
あ
る
2
0
3
0

年
ま
で
5
年
を
切
り
ま
し
た
。
循
環
経
済

や
経
済
安
保
保
障
強
化
の
観
点
か
ら
も
、

廃
食
油
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
へ
の
活
用
は
今
後
さ
ら

に
重
要
性
が
高
ま
る
よ
う
で
す
。
河
合
町

に
於
き
ま
し
て
も
、
脱
炭
素
化
の
国
際
的

な
流
れ
に
賛
同
し
取
組
ま
せ
ん
か
。

　
　

現
在
、
県
内
の
事
例
を
集
め
、
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
町
と
致
し
ま
し

て
も
今
議
会
に
上
程
中
の
河
合
町
総
合
計

画
案
に
S
D
G
ｓ
の
目
標
を
意
識
し
て
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、

先
行
自
治
体
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、

廃
食
油
の
効
果
的
な
回
収
の
在
り
方
を
検

討
の
う
え
、
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
ま

い
り
ま
す
。（

生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

※
他
に

各
地
域
の
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
の
有
効
利

用
に
つ
い
て

道
路
や
下
水
道
管
の
緊
急
点
検
に
つ
い

て
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

答答 問

問

減
目
標
は
４
６
０
ト
ン
（
年
）
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
減
少
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

C
O
2
吸
収
源
対
策
と
し
て
樹
木
の
植
栽
、

公
園
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
の
水
銀
灯
を
L
E
D
化
し
、
脱
炭

素
化
に
取
組
み
、
電
気
代
も
大
幅
に
削
減

を
目
指
す
。
公
園
等
の
桜
の
木
に
害
虫「
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
の
被
害
が
増
大

し
て
お
り
、
今
年
度
、
防
除
と
伐
採
の
計

画
を
立
て
て
い
る
。
植
樹
に
つ
い
て
は
防

除
効
果
の
状
況
を
見
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
・
ま
ち
づ
く

り
推
進
部
長
）

　
　

個
別
外
部
監
査
人
か
ら
延
滞
金
債
権

に
つ
い
て
、
町
が
や
む
を
得
な
い
事
由
の

有
無
を
問
わ
ず
滞
納
者
か
ら
延
滞
金
を
一

切
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
事
は
潜
在
的
な

未
収
債
権
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
滞
納
者

か
ら
延
滞
金
を
一
切
徴
収
し
な
い
こ
と
は

違
法
で
あ
り
、納
期
限
ま
で
に
家
賃
を
払
っ

て
い
る
入
居
者
と
の
不
公
平
を
生
じ
さ
せ

る
。
町
営
住
宅
管
理
条
例
を
改
定
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
家
賃
は
私
債

権
）

　
　

町
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し
、
当
該
規

定
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
っ
て
も
民
法
上
の

遅
延
損
害
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
可

能
と
判
断
、
直
ち
に
条
例
の
改
正
は
行
わ

な
い
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

※
他
に
予
算
編
成
と
財
政
指
標
と
の
関
連

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

粗
大
ご
み
の
総
排
出
量
と
破
砕
分
別

等
の
処
理
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
。
不
燃
、

資
源
ご
み
の
分
別
業
務
等
の
費
用
を
合
わ

せ
る
と
約
１
億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
費
用
の
削
減
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

　
　

令
和
５
年
粗
大
ご
み
量
は
約
２
６
６

ト
ン
、
処
理
費
用
は
約
３
，
９
０
０
万
円
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
粗
大
、
不
燃
、
資

源
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
山
辺
広
域
組

合
に
は
、
不
参
加
の
状
況
で
は
あ
る
が
、

本
格
稼
働
後
に
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
と
申

入
れ
は
し
て
い
る
。
今
後
、
参
加
す
る
場

合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
建
設
費
用
に

関
す
る
分
担
金
を
払
う
必
要
が
あ
り
、
町

独
自
で
処
分
し
て
い
く
か
２
つ
の
選
択
を

迫
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
考
え
を
今
後
決

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
粗
大
ご
み
の

有
料
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
組
ん
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

　
　

  

（
町
長
）

　
　

今
年
か
ら
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
を

山
辺
の
方
に
委
託
し
ま
す
。
計
画
数
値
上
、

年
あ
た
り
２
，
０
０
０
ト
ン
位
の
C
O
2

は
削
減
。
令
和
12
年
度
ま
で
の
C
O
2
削

問

問

問

答答

答答

答 答

河
合
町
の
目
指
す
防
災
に
つ
い
て

家
庭
の
廃
食
油
を
航
空
燃
料
に

（
S
A
F
）に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
策
の
今
後
に
つ
い
て

町
営
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て

町
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に

つ
い
て

豆
山
の
郷
の
利
活
用
に
つ
い
て　

　
　

①
福
祉
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
に
豆
山
の
郷

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　

①
福
祉
部
門
を
集
約
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
え
る
福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
住
民
が

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
も
考
え
て
い
る
。

　
　

②
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
が
ら

エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い

る
が
、
改
修
の
考
え
は
。

　
　

②
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
額
な
改
修

費
用
も
か
か
る
た
め
、
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち

を
い
た
だ
き
た
い
。
早
急
に
改
修
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　

 

（
町
長
）

　
　

①
避
難
所
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　
　

①
広
域
避
難
所
で
は
国
推
奨
の
主
要
８
品
目

の
他
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
型
避
難
ル
ー

ム
、
発
電
機
等
を
整
備
。
各
地
域
集
会
所
で
は
、

水
や
食
料
、
炊
き
出
し
道
具
、
テ
ン
ト
等
、
町
か

ら
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
３
基
ず
つ
配
布
。

　

そ
の
他
、
大
字
自
治
会
活
動
支
援
補
助
金
が

あ
り
、
防
災
訓
練
実
施
経
費
や
防
災
か
ま
ど
ベ

ン
チ
製
作
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。（
総
務
部
長
）

　
　

②
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
の
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て

　
　

②
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障
害
を
お
持

ち
の
方
々
の
側
面
に
立
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

に
向
け
て
進
め
て
い
き
、
町
の
発
信
ツ
ー
ル
を

活
用
し
、
普
及
啓
発
し
て
い
く
。  （
総
務
部
長
）

　　
　

ト
イ
レ
整
備
の
状
況
が
非
常
に
悪
く
、
保

護
者
の
声
を
受
け
て
状
況
確
認
に
行
っ
た
結

果
、
特
に
体
育
館
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
非
常

に
劣
悪
な
環
境
下
に
あ
り
児
童
生
徒
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
　

早
急
に
視
察
に
行
き
、
現
状
を
し
っ
か
り

と
把
握
さ
せ
て
い
た
だ
く
。　
　
　
　

 

（
町
長
）

　
　

共
働
き
家
庭
が
増
え
る
中
、
待
機
児
童
を

出
さ
な
い
事
も
含
め
て
の
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
　
　

予
想
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
学
校
と

の
協
議
の
結
果
、
部
屋
の
確
保
が
可
能
に
な
っ

た
為
、
指
導
員
の
確
保
に
努
め
配
置
を
整
え
て

い
く
。（
福
祉
部
長
）

　
　

子
ど
も
食
堂
の
運
営
や
物
価
高
騰
等
の
資

金
面
、
補
助
金
等
の
町
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
　

住
民
へ
の
周
知
や
関
係
団
体
へ
の
情
報
提

供
を
し
て
い
る
。
県
か
ら
の
補
助
金
等
の
情
報

提
供
を
行
い
、
食
材
調
達
は
農
業
委
員
会
に
繁

い
で
い
る
。
町
独
自
の
補
助
金
も
前
向
き
に
検

討
す
る
。  

 

　

 

（
福
祉
部
長
）

※
そ
の
他

●
埼
玉
県
八
潮
市
で
起
き
た
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
、
道
路
・
下
水
道
管
の
緊
急
点
検
等
の
対

策
に
つ
い
て

●
公
共
施
設
の
跡
地
に
つ
い
て

答答答答 問問問問

問問問

　
　

奈
良
県
主
体
の
事
業
で
あ
る
天
理
王

寺
線
の
事
業
は
全
く
進
ん
で
い
な
い
が
、

知
事
は
天
理
王
寺
線
を
ど
の
様
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

　
　

重
点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
幹
線
道

路
で
あ
り
、
日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支

え
る
上
で
、
欠
く
事
の
で
き
な
い
重
要
な

道
路
と
認
識
し
て
い
る
。 
　
　

  
（
町
長
）

　
　

今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

　
　

県
と
共
に
反
対
者
に
は
、
道
路
の
重

要
性
を
粘
り
強
く
説
明
し
て
い
く
。（

町
長
）

　
　
（
旧
）
佐
味
田
保
育
所
は
、
現
在
空
き

家
と
し
て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
地
域
に

は
何
ら
役
立
っ
て
い
な
い
。
将
来
、
地
域

に
役
立
つ
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
8
月
末

ま
で
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
の

声
を
聞
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

8
月
末
ま
で
の
約
束
は
出
来
な
い
が
、

町
の
方
針
案
が
出
た
段
階
で
地
元
説
明
会

を
考
え
て
い
る
。  

　

  

（
副
町
長
）

そ
の
他
の
一
般
質
問
は
、

･
職
員
へ
の
長
靴
・
雨
合
羽
・
防
寒
着
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
T
シ
ャ
ツ
の
無
償
貸
与

に
つ
い
て

･
議
員
な
ど
公
職
者
か
ら
の
不
当
要
求
行

為
等
の
公
表
に
つ
い
て

･
普
通
財
産
で
あ
る
旧
河
合
幼
稚
園
、
旧

西
穴
闇
保
育
所
、
西
大
和
配
水
池
跡
地
、

法
隆
寺
イ
ン
タ
ー
北
側
の
土
地
の
売
却

に
つ
い
て

･
コ
ー
ナ
ン
西
大
和
店
及
び
オ
ー
ク
ワ
西

大
和
店
が
立
地
す
る
商
業
地
域
の
地
区

計
画
設
定
に
つ
い
て

　
　

法
律
上
、
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
町
の
不
適
切
な

会
計
処
理
に
よ
り
、
滞
納
期
間
が
7
年
以

上
経
過
し
た
も
の
か
ら
順
番
に
、
債
権
放

棄
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現
時
点
で
、
債
権

放
棄
を
行
っ
た
水
道
料
金
の
件
数
、
金
額

及
び
回
収
し
た
水
道
料
金
は
。

　
　

居
所
不
明
者
分
を
除
く
と
、
債
権
放
棄

し
た
滞
納
分
は
4
0
9
件
、
約
1
，
0
5
0

万
円
で
、
回
収
し
た
水
道
料
金
は
0
円
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
誠
実
に

水
道
料
金
を
払
っ
て
い
る
人
は
、
1
円
も

回
収
し
て
い
な
い
町
の
対
応
に
は
到
底
納

得
で
き
な
い
。
結
果
と
し
て
、
職
員
の
職

務
怠
慢
が
原
因
で
、
水
道
料
金
滞
納
者
の

逃
げ
得
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
滞
納

分
の
水
道
料
金
を
債
権
放
棄
す
る
の
か
、

回
収
す
る
の
か
。

　
　

全
額
回
収
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

4
月
1
日
以
降
は
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
の
債
権
に
な
る
事
か
ら
、
企
業
団
と
協

議
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。 　

  

（
副
町
長
）

　
　

都
市
計
画
道
路
で
あ
る
天
理
王
寺
線

の
早
期
開
通
に
向
け
た
町
の
動
き
は
。

　
　

令
和
6
年
5
月
14
日
に
川
西
町
長
と

共
に
、
天
理
王
寺
線
の
早
期
実
現
に
向
け

た
要
望
書
を
奈
良
県
知
事
に
提
出
し
た
。

（
町
長
）

問問問

問問問

答答答

答答答

答答答

事
業
及
び
事
務
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

第
一
中
学
校
の
ト
イ
レ
と
体
育
館
に
つ
い
て

学
童
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

災
害
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

長谷川　伸一
議員

は    せ    がわ         しん いち

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

中山　義英
議員

なか  やま         よし ひで
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佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

　
　

国
は
避
難
所
へ
の
新
た
な
指
標
、
ス

フ
ィ
ア
基
準
を
出
し
ま
し
た
が
指
標
を
受

け
ど
の
様
な
対
応
で
住
民
を
守
り
ま
す
か
。 

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
は
本
年
ど
の

様
に
進
展
し
ま
す
か
。

　

能
登
の
震
災
を
受
け
、
他
町
が
防
災
の

見
直
し
を
す
る
な
か
河
合
町
は
本
末
転
倒

し
て
い
な
い
か
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
過

去
に
安
心
安
全
推
進
課
と
言
う
課
が
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
関
係
部
署
を

強
化
す
る
と
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

出
来
れ
ば
町
長
の
お
考
え
を
ご
教
授
く
だ

さ
い
。

　
　

1
人
当
た
り
約
、
た
た
み
1
畳
の
確

保
が
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
で
は
約
2
畳
と
な

り
、
想
定
し
て
い
る
約
1
5
0
0
名
の
避

難
所
の
確
保
が
約
2
5
0
0
名
と
な
り
ま

す
。
今
年
4
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

町
立
公
民
館
や
小
中
学
校
の
体
育
館
だ
け

で
は
確
保
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
各
地
域
の

集
会
所
も
活
用
す
る
こ
と
で
全
体
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
は
、
国
の
空

調
設
備
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
各
小
学
校

か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
理
由
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
災
害
時
に
炊
き
出
し
拠
点

と
な
る
小
学
校
か
ら
進
め
て
行
く
計
画
で

す
。
引
き
続
き
、
各
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
も
来
年
以
降
整
備
で
き
る
よ

う
に
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

こ
の
令
和
7
年
度
か
ら
も
う
一
度
、

課
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
、

ま
た
こ
れ
か
ら
の
防
災
体
制
を
し
っ
か
り

整
え
て
行
く
上
で
、
課
に
も
う
一
度
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
、
行
政
内
部
の
調
整
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
　

  

（
町
長
）

　
　

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
、

S
D
G
ｓ
の
達
成
期
限
で
あ
る
2
0
3
0

年
ま
で
5
年
を
切
り
ま
し
た
。
循
環
経
済

や
経
済
安
保
保
障
強
化
の
観
点
か
ら
も
、

廃
食
油
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
へ
の
活
用
は
今
後
さ
ら

に
重
要
性
が
高
ま
る
よ
う
で
す
。
河
合
町

に
於
き
ま
し
て
も
、
脱
炭
素
化
の
国
際
的

な
流
れ
に
賛
同
し
取
組
ま
せ
ん
か
。

　
　

現
在
、
県
内
の
事
例
を
集
め
、
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
町
と
致
し
ま
し

て
も
今
議
会
に
上
程
中
の
河
合
町
総
合
計

画
案
に
S
D
G
ｓ
の
目
標
を
意
識
し
て
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、

先
行
自
治
体
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、

廃
食
油
の
効
果
的
な
回
収
の
在
り
方
を
検

討
の
う
え
、
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
ま

い
り
ま
す
。（

生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

※
他
に

各
地
域
の
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
の
有
効
利

用
に
つ
い
て

道
路
や
下
水
道
管
の
緊
急
点
検
に
つ
い

て
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

答答 問

問

減
目
標
は
４
６
０
ト
ン
（
年
）
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
減
少
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

C
O
2
吸
収
源
対
策
と
し
て
樹
木
の
植
栽
、

公
園
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
の
水
銀
灯
を
L
E
D
化
し
、
脱
炭

素
化
に
取
組
み
、
電
気
代
も
大
幅
に
削
減

を
目
指
す
。
公
園
等
の
桜
の
木
に
害
虫「
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
の
被
害
が
増
大

し
て
お
り
、
今
年
度
、
防
除
と
伐
採
の
計

画
を
立
て
て
い
る
。
植
樹
に
つ
い
て
は
防

除
効
果
の
状
況
を
見
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
・
ま
ち
づ
く

り
推
進
部
長
）

　
　

個
別
外
部
監
査
人
か
ら
延
滞
金
債
権

に
つ
い
て
、
町
が
や
む
を
得
な
い
事
由
の

有
無
を
問
わ
ず
滞
納
者
か
ら
延
滞
金
を
一

切
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
事
は
潜
在
的
な

未
収
債
権
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
滞
納
者

か
ら
延
滞
金
を
一
切
徴
収
し
な
い
こ
と
は

違
法
で
あ
り
、納
期
限
ま
で
に
家
賃
を
払
っ

て
い
る
入
居
者
と
の
不
公
平
を
生
じ
さ
せ

る
。
町
営
住
宅
管
理
条
例
を
改
定
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
家
賃
は
私
債

権
）

　
　

町
顧
問
弁
護
士
と
相
談
し
、
当
該
規

定
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
っ
て
も
民
法
上
の

遅
延
損
害
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
可

能
と
判
断
、
直
ち
に
条
例
の
改
正
は
行
わ

な
い
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

※
他
に
予
算
編
成
と
財
政
指
標
と
の
関
連

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

粗
大
ご
み
の
総
排
出
量
と
破
砕
分
別

等
の
処
理
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
。
不
燃
、

資
源
ご
み
の
分
別
業
務
等
の
費
用
を
合
わ

せ
る
と
約
１
億
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
費
用
の
削
減
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

　
　

令
和
５
年
粗
大
ご
み
量
は
約
２
６
６

ト
ン
、
処
理
費
用
は
約
３
，
９
０
０
万
円
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
粗
大
、
不
燃
、
資

源
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
山
辺
広
域
組

合
に
は
、
不
参
加
の
状
況
で
は
あ
る
が
、

本
格
稼
働
後
に
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
と
申

入
れ
は
し
て
い
る
。
今
後
、
参
加
す
る
場

合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
建
設
費
用
に

関
す
る
分
担
金
を
払
う
必
要
が
あ
り
、
町

独
自
で
処
分
し
て
い
く
か
２
つ
の
選
択
を

迫
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
考
え
を
今
後
決

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
粗
大
ご
み
の

有
料
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
組
ん
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

　
　

  

（
町
長
）

　
　

今
年
か
ら
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
を

山
辺
の
方
に
委
託
し
ま
す
。
計
画
数
値
上
、

年
あ
た
り
２
，
０
０
０
ト
ン
位
の
C
O
2

は
削
減
。
令
和
12
年
度
ま
で
の
C
O
2
削

問

問

問

答答

答答

答 答

河
合
町
の
目
指
す
防
災
に
つ
い
て

家
庭
の
廃
食
油
を
航
空
燃
料
に

（
S
A
F
）に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
策
の
今
後
に
つ
い
て

町
営
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て

町
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に

つ
い
て

豆
山
の
郷
の
利
活
用
に
つ
い
て　

　
　

①
福
祉
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
に
豆
山
の
郷

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　

①
福
祉
部
門
を
集
約
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
え
る
福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
住
民
が

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
も
考
え
て
い
る
。

　
　

②
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
が
ら

エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
て
い
る
現
状
が
続
い
て
い

る
が
、
改
修
の
考
え
は
。

　
　

②
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
額
な
改
修

費
用
も
か
か
る
た
め
、
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち

を
い
た
だ
き
た
い
。
早
急
に
改
修
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　

 

（
町
長
）

　
　

①
避
難
所
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　
　

①
広
域
避
難
所
で
は
国
推
奨
の
主
要
８
品
目

の
他
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
型
避
難
ル
ー

ム
、
発
電
機
等
を
整
備
。
各
地
域
集
会
所
で
は
、

水
や
食
料
、
炊
き
出
し
道
具
、
テ
ン
ト
等
、
町
か

ら
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
３
基
ず
つ
配
布
。

　

そ
の
他
、
大
字
自
治
会
活
動
支
援
補
助
金
が

あ
り
、
防
災
訓
練
実
施
経
費
や
防
災
か
ま
ど
ベ

ン
チ
製
作
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。（
総
務
部
長
）

　
　

②
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
の
支
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て

　
　

②
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障
害
を
お
持

ち
の
方
々
の
側
面
に
立
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

に
向
け
て
進
め
て
い
き
、
町
の
発
信
ツ
ー
ル
を

活
用
し
、
普
及
啓
発
し
て
い
く
。  （
総
務
部
長
）

　　
　

ト
イ
レ
整
備
の
状
況
が
非
常
に
悪
く
、
保

護
者
の
声
を
受
け
て
状
況
確
認
に
行
っ
た
結

果
、
特
に
体
育
館
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
非
常

に
劣
悪
な
環
境
下
に
あ
り
児
童
生
徒
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
　

早
急
に
視
察
に
行
き
、
現
状
を
し
っ
か
り

と
把
握
さ
せ
て
い
た
だ
く
。　
　
　
　

 

（
町
長
）

　
　

共
働
き
家
庭
が
増
え
る
中
、
待
機
児
童
を

出
さ
な
い
事
も
含
め
て
の
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
　
　

予
想
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
学
校
と

の
協
議
の
結
果
、
部
屋
の
確
保
が
可
能
に
な
っ

た
為
、
指
導
員
の
確
保
に
努
め
配
置
を
整
え
て

い
く
。（
福
祉
部
長
）

　
　

子
ど
も
食
堂
の
運
営
や
物
価
高
騰
等
の
資

金
面
、
補
助
金
等
の
町
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
　

住
民
へ
の
周
知
や
関
係
団
体
へ
の
情
報
提

供
を
し
て
い
る
。
県
か
ら
の
補
助
金
等
の
情
報

提
供
を
行
い
、
食
材
調
達
は
農
業
委
員
会
に
繁

い
で
い
る
。
町
独
自
の
補
助
金
も
前
向
き
に
検

討
す
る
。  

 

　

 

（
福
祉
部
長
）

※
そ
の
他

●
埼
玉
県
八
潮
市
で
起
き
た
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
、
道
路
・
下
水
道
管
の
緊
急
点
検
等
の
対

策
に
つ
い
て

●
公
共
施
設
の
跡
地
に
つ
い
て

答答答答 問問問問

問問問

　
　

奈
良
県
主
体
の
事
業
で
あ
る
天
理
王

寺
線
の
事
業
は
全
く
進
ん
で
い
な
い
が
、

知
事
は
天
理
王
寺
線
を
ど
の
様
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

　
　

重
点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
幹
線
道

路
で
あ
り
、
日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支

え
る
上
で
、
欠
く
事
の
で
き
な
い
重
要
な

道
路
と
認
識
し
て
い
る
。 
　
　

  

（
町
長
）

　
　

今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

　
　

県
と
共
に
反
対
者
に
は
、
道
路
の
重

要
性
を
粘
り
強
く
説
明
し
て
い
く
。（

町
長
）

　
　
（
旧
）
佐
味
田
保
育
所
は
、
現
在
空
き

家
と
し
て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
地
域
に

は
何
ら
役
立
っ
て
い
な
い
。
将
来
、
地
域

に
役
立
つ
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
8
月
末

ま
で
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
の

声
を
聞
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

8
月
末
ま
で
の
約
束
は
出
来
な
い
が
、

町
の
方
針
案
が
出
た
段
階
で
地
元
説
明
会

を
考
え
て
い
る
。  

　

  

（
副
町
長
）

そ
の
他
の
一
般
質
問
は
、

･
職
員
へ
の
長
靴
・
雨
合
羽
・
防
寒
着
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
T
シ
ャ
ツ
の
無
償
貸
与

に
つ
い
て

･
議
員
な
ど
公
職
者
か
ら
の
不
当
要
求
行

為
等
の
公
表
に
つ
い
て

･
普
通
財
産
で
あ
る
旧
河
合
幼
稚
園
、
旧

西
穴
闇
保
育
所
、
西
大
和
配
水
池
跡
地
、

法
隆
寺
イ
ン
タ
ー
北
側
の
土
地
の
売
却

に
つ
い
て

･
コ
ー
ナ
ン
西
大
和
店
及
び
オ
ー
ク
ワ
西

大
和
店
が
立
地
す
る
商
業
地
域
の
地
区

計
画
設
定
に
つ
い
て

　
　

法
律
上
、
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
町
の
不
適
切
な

会
計
処
理
に
よ
り
、
滞
納
期
間
が
7
年
以

上
経
過
し
た
も
の
か
ら
順
番
に
、
債
権
放

棄
が
行
わ
れ
て
い
た
。
現
時
点
で
、
債
権

放
棄
を
行
っ
た
水
道
料
金
の
件
数
、
金
額

及
び
回
収
し
た
水
道
料
金
は
。

　
　

居
所
不
明
者
分
を
除
く
と
、
債
権
放
棄

し
た
滞
納
分
は
4
0
9
件
、
約
1
，
0
5
0

万
円
で
、
回
収
し
た
水
道
料
金
は
0
円
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
誠
実
に

水
道
料
金
を
払
っ
て
い
る
人
は
、
1
円
も

回
収
し
て
い
な
い
町
の
対
応
に
は
到
底
納

得
で
き
な
い
。
結
果
と
し
て
、
職
員
の
職

務
怠
慢
が
原
因
で
、
水
道
料
金
滞
納
者
の

逃
げ
得
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
滞
納

分
の
水
道
料
金
を
債
権
放
棄
す
る
の
か
、

回
収
す
る
の
か
。

　
　

全
額
回
収
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

4
月
1
日
以
降
は
奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
の
債
権
に
な
る
事
か
ら
、
企
業
団
と
協

議
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。 　

  

（
副
町
長
）

　
　

都
市
計
画
道
路
で
あ
る
天
理
王
寺
線

の
早
期
開
通
に
向
け
た
町
の
動
き
は
。

　
　

令
和
6
年
5
月
14
日
に
川
西
町
長
と

共
に
、
天
理
王
寺
線
の
早
期
実
現
に
向
け

た
要
望
書
を
奈
良
県
知
事
に
提
出
し
た
。

（
町
長
）

問問問

問問問

答答答

答答答

答答答

事
業
及
び
事
務
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

第
一
中
学
校
の
ト
イ
レ
と
体
育
館
に
つ
い
て

学
童
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

災
害
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

長谷川　伸一
議員

は    せ    がわ         しん いち

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

中山　義英
議員

なか  やま         よし ひで
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馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

　
　

10
月
か
ら
安
堵
町
に
建
設
中
の
中
継

施
設
に
一
旦
搬
送
し
、
天
理
市
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
焼
却
さ
れ
る
事
に
伴
い

可
燃
ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

周
知
徹
底
は
ど
の
よ
う
に
す
る
予
定
で
す

か
？

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
、
汚
れ
た

容
器
包
装
、
油
等
で
汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
可
燃
ご
み
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

は
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
発
行
、
新

し
い
分
別
内
容
の
チ
ラ
シ
を
９
月
の
広
報

誌
に
折
り
込
む
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
、
S
N
S
に
よ
り
周
知
し
分
別
冊
子

も
一
世
帯
に
一
冊
と
言
う
の
を
原
則
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

　
　

各
学
校
及
び
窓
口
提
示
カ
ー
ド
の
利

用
状
況

　
　

第
二
小
の
５
、
６
年
生
の
ト
イ
レ
と

保
健
室
に
常
備
し
年
間
60
枚
程
使
用
。
第

一
小
は
保
健
室
に
常
備
し
年
間
数
枚
。
中

学
校
は
各
校
と
も
保
健
室
に
常
備
し
年
間

数
十
枚
程
度
。

　

提
示
カ
ー
ド
は
役
場
子
育
て
健
康
課
・

出
張
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
合
計
、

年
間
33
件
の
活
用
。

　
　

学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置
で
き
な
い
理

由
は
？

　
　

置
く
こ
と
は
可
能
で
す
が
校
長
会
で

の
話
し
合
い
、
養
護
の
先
生
も
含
め
今
の

体
制
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
・
教
育
振
興
部
長
）

※
何
度
も
保
健
室
に
行
き
に
く
い
、
毎
回

友
達
か
ら
借
り
に
く
い
、
急
な
生
理
の
時

の
安
心
感
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

で
す
。
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
再

検
討
し
て
頂
き
た
い
。合
わ
せ
て
提
示
カ
ー

ド
の
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

対
応
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か

桜
の
木
の
植
樹
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
に
木
の
調
査
、
７
年
度

よ
り
薬
剤
散
布
（
３
６
１
本
）
及
び
被
害

木
の
伐
採
（
４
５
９
本
）
を
予
定
。
植
樹

に
つ
い
て
は
防
除
の
効
果
が
あ
る
程
度
確

認
し
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
成
虫
に

な
れ
ば
自
由
に
飛
び
回
り
移
動
す
る
事
を

繰
り
返
し
ま
す
。
広
瀬
神
社
や
元
郵
政
研

修
所
、
佐
味
田
川
沿
い
、
新
公
民
館
の
桜

の
木
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
す

る
予
定
で
す
か
。

　
　

幼
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
る
５
月
ご

ろ
に
広
報
で
周
知
す
る
な
ど
被
害
軽
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

答答 問問

問問問 答答答

ご
み
収
集
と
分
別
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
に
質
問
し
た

そ
の
後
の
進
展
に
つ
い
て（
一
部
）

①
女
性
の
健
康
と
生
理
用
品

②
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

　

対
策
と
今
後
の
公
園
整
備
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光
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司
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議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

承認第1号

同意第1号

同意第2号

同意第3号

同意第4号

同意第5号

同意第6号

同意第7号

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛8・反3) 

原案可決(賛8・反3)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛6・反5)

原案承認(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等
に関する条例の一部改正について

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

河合町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正について

河合町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

河合町国民健康保険税条例の一部改正について

河合町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

河合町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

河合町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例の一部改正について

河合町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について

河合町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

河合町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

河合町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例
の一部改正について

河合町水道事業の設置等に関する条例の廃止について

奈良県広域水道企業団設立準備協議会の廃止に関する協議に
ついて

工事の請負契約について

河合町道路線の廃止について

河合町総合計画を定めることについて（別冊）

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度河合町一般会計補正予算）

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

議
長
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決
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ま
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馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

　
　

10
月
か
ら
安
堵
町
に
建
設
中
の
中
継

施
設
に
一
旦
搬
送
し
、
天
理
市
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
焼
却
さ
れ
る
事
に
伴
い

可
燃
ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

周
知
徹
底
は
ど
の
よ
う
に
す
る
予
定
で
す

か
？

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
、
汚
れ
た

容
器
包
装
、
油
等
で
汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
可
燃
ご
み
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

は
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
発
行
、
新

し
い
分
別
内
容
の
チ
ラ
シ
を
９
月
の
広
報

誌
に
折
り
込
む
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
、
S
N
S
に
よ
り
周
知
し
分
別
冊
子

も
一
世
帯
に
一
冊
と
言
う
の
を
原
則
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
兼
総
務
部
次
長
）

①
女
性
の
健
康
と
生
理
用
品

　
　

各
学
校
及
び
窓
口
提
示
カ
ー
ド
の
利

用
状
況

　
　

第
二
小
の
５
、
６
年
生
の
ト
イ
レ
と

保
健
室
に
常
備
し
年
間
60
枚
程
使
用
。
第

一
小
は
保
健
室
に
常
備
し
年
間
数
枚
。
中

学
校
は
各
校
と
も
保
健
室
に
常
備
し
年
間

数
十
枚
程
度
。

　

提
示
カ
ー
ド
は
役
場
子
育
て
健
康
課
・

出
張
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
合
計
、

年
間
33
件
の
活
用
。

　
　

学
校
の
ト
イ
レ
に
設
置
で
き
な
い
理

由
は
？

　
　

置
く
こ
と
は
可
能
で
す
が
校
長
会
で

の
話
し
合
い
、
養
護
の
先
生
も
含
め
今
の

体
制
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
・
教
育
振
興
部
長
）

※
何
度
も
保
健
室
に
行
き
に
く
い
、
毎
回

友
達
か
ら
借
り
に
く
い
、
急
な
生
理
の
時

の
安
心
感
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

で
す
。
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
再

検
討
し
て
頂
き
た
い
。合
わ
せ
て
提
示
カ
ー

ド
の
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
対
策
と
今

後
の
公
園
整
備

　
　

対
応
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か

桜
の
木
の
植
樹
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
に
木
の
調
査
、
７
年
度

よ
り
薬
剤
散
布
（
３
６
１
本
）
及
び
被
害

木
の
伐
採
（
４
５
９
本
）
を
予
定
。
植
樹

に
つ
い
て
は
防
除
の
効
果
が
あ
る
程
度
確

認
し
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
成
虫
に

な
れ
ば
自
由
に
飛
び
回
り
移
動
す
る
事
を

繰
り
返
し
ま
す
。
広
瀬
神
社
や
元
郵
政
研

修
所
、
佐
味
田
川
沿
い
、
新
公
民
館
の
桜

の
木
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
す

る
予
定
で
す
か
。

　
　

幼
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
る
５
月
ご

ろ
に
広
報
で
周
知
す
る
な
ど
被
害
軽
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

答答 問問

問問問 答答答

ご
み
収
集
と
分
別
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
に
質
問
し
た

そ
の
後
の
進
展
に
つ
い
て（
一
部
）

令和7年第1回（3月）定例会　議決結果賛否一覧 ○…賛成　●…反対

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛6・反5)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

議決結果議案番号 議  案  名

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和６年度河合町国民健康保険特別会計補正予算について

令和６年度河合町後期高齢者医療制度特別会計補正予算について

令和６年度河合町水道事業会計補正予算について

令和６年度河合町下水道事業会計補正予算について

令和７年度河合町一般会計予算について（別冊）

令和７年度河合町国民健康保険特別会計予算について

令和７年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について

令和７年度河合町介護保険特別会計予算について（別冊）

令和７年度河合町後期高齢者医療制度特別会計予算について（別冊）

令和７年度河合町下水道事業会計予算について（別冊）

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性
の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジ
タル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果議案番号 議  案  名

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

承認第1号

同意第1号

同意第2号

同意第3号

同意第4号

同意第5号

同意第6号

同意第7号

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛8・反3) 

原案可決(賛8・反3)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛6・反5)

原案承認(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等
に関する条例の一部改正について

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

河合町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正について

河合町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

河合町国民健康保険税条例の一部改正について

河合町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

河合町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

河合町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例の一部改正について

河合町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について

河合町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

河合町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

河合町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例
の一部改正について

河合町水道事業の設置等に関する条例の廃止について

奈良県広域水道企業団設立準備協議会の廃止に関する協議に
ついて

工事の請負契約について

河合町道路線の廃止について

河合町総合計画を定めることについて（別冊）

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度河合町一般会計補正予算）

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について

議
長
は
採
決
に
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り
ま
せ
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総務文教常任委員会結果報告
厚生建設常任委員会結果報告
予算審査特別委員会結果報告
一般質問

・・・2
・・・3
・・・4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～10

議決結果賛否一覧
河合町公民館見学
議会の動き
今月の表紙・編集後記

・・・10～11
・・・・・・・・・12

・・・・・・・・・・・・・・・・12
・・・12

●河合町を中心に撮影された写真
●自作の未発表作品
●デジタルデータに限ります。
●複数点の応募も可能です。
●タテ・ヨコどちらも可能です。
●詳しくは議会事務局へ
　ご連絡ください。

議会だよりの表紙に
掲載する写真を募集中 !!CONTENTS

詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。
次の議会は６月定例会を予定しています。 河合町議会公式

ホームページから
ご覧いただけます

編
集
後
記

　新しい季節、新しい出会い、新しい挑戦、
新年度、新学期はワクワクする一方で不安や
戸惑いを感じることもあります。
　そんな「はじまり」を迎えた皆さんにエー
ルを送りながら今年度も議会だよりを作成し
ます。

今月の表紙
　春の陽射しの下、馬見丘陵公園では色と
りどりのチューリップが咲き誇り、多彩な色
合いが目を楽しませてくれています。
【撮影】
河合町フォトクラブ所属　松浦　武 氏梅

 河合町議会令和７年第１回（３月）定例会
2月26日(水)議会運営委員会 
3月  5日(水)議会運営委員会
　　　　　  本会議(初日)
3月  7日(金)一般質問
3月10日(月)一般質問

10時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分

3月11日(火)総務文教常任委員会　　　　　
　 　　　　 厚生建設常任委員会
3月13日(木)予算審査特別委員会
3月14日(金)予算審査特別委員会
3月17日(月)予算審査特別委員会
3月21日(金)議会運営委員会
　　　　　 本会議(最終日)

10時00分
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9時30分
9時30分
10時00分

議会の動き

（新）河合町立公民館見学・河合町立公民館開館記念式典
令和7年3月21日（金） 令和7年4月1日（火）

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp
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